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 要  旨 
近年，ネットワークの利用形態として従来の有線のネットワークに加え，無線 LAN(Local Area 
Network)を用いることが多くなってきている．無線 LAN は有線 LAN と比べ，ラップトップパ
ソコン等の携帯端末が移動性を損なうことなくネットワークに接続できるところにその利点があ









期の解析を行なうことにより，ATIM window を設定し，その中でビーコンと ATIM 
(Announcement Traffic Indication Message)の送受信を行い，ATIM window 終了後に ATIM に
より通知されたデータパケットの送受信が行なわれる様子を再現するシミュレータ環境を構築し
た．これにより，現実的状況におけるタイミング同期障害についての理解を得た． 
各章の内容は以下の通りである．まず１章では本論文で扱う IEEE 802.11 アドホックネットワ
ークにおけるタイミング同期とデータパケット通信の概要について述べる．２章では省電力モー
ドを用いたアドホックネットワークにおけるタイミング同期について，ビーコンによるタイミン
グ同期プロセスについて解析を行ない，ビーコン同士の衝突に起因する同期障害の機構を明らか
にする．３章では２章で得た知見にもとづき，タイミング同期障害を解消する新手法を２つ提案
し，系統的シミュレーションにより比較評価を行なう．これにより，大幅なタイミング同期時間
の短縮が期待出来ることが確認される．４章では通信トラフィックの存在する環境下において，
ATIM とデータパケットの送受信がタイミング同期プロセスに与える影響について解析を行な
い，２つのタイミングの異なるセルの融合に要する時間の見積もりを与えている．５章は結論で
あり，これまでの解析結果をまとめ，今後の課題について述べている． 
 
